
総 合 評 価 チ ャ ー ト 図 （関西国際空港株式会社の経営内容の分析と評価）

国
【事業主体】

関西国際空港
設置事業 関西国際空港の

設置・管理事業 <第７次空港整備七箇年計画>
基 本 計 画 (H8.12.13閣議決定)

国が基本計画 関 航空輸送需要への対応
を策定 ・3,500m滑走路(1期事業) → 国際的競争力強化 関空会社 上物整備 4,200億円

・4,000m滑走路(2期事業) 西
・関連施設 １期事業 事業費実績 ２期事業 ↑

国 H6.9開港 約１兆5,000億円 H11.7着工 総事業費１兆5,600億円 用地を一定期間貸付け後譲渡
航 H19供用予定

際
空 空港整備 → 出 資 → 用地造成会社 下物整備１兆1,400億円

空 港 特別会計 無利子貸付け 空 【経営の現状】
整 H10年度 収 益 1,186億円
備 港 (H9年度までは増収､10年度は減収) 【長期経営見通し】（関空会社）

政 事 政府保証 費 用 1,419億円
業 財投計画 社 債 → → 株 当期損失 235億円 → ・発着回数が年間21万回程度に達した時点（２本目の滑

資 走路供用開始後７年ないし８年程度）で単年度黒字化
策 式 累積欠損 1,333億円（H10末） ・２本目の滑走路供用後単年度黒字化に要する期間の２

倍程度で累積欠損解消
会 ↑収支構造から収支

向上は制約が大 ↑
直 轄 事 業 金 社

（費 用） （収 入） 実績を踏まえつ
減価償却費、支 航空輸送需要に つ、運輸省の需

補 助 事 業 払利息等の固定 依存する部分が 要予測を基に経
調 的費用が大半 大 発着回数は、開 営見通し

↑ ↑ 港後２年間はほ
ぼ予測どおり推
移。Ｈ10年度は

長期債務１兆円（H10末残高） 空 港 運 営 実 績 ほぼ横ばい 運輸省の需要予測 用地貸付料、譲渡
達 ← → 代金等の具体的な

地 方 公 出 資 → 発着回数：H 6(9～3月) 5.2万回 発着回数 H12 15万回 条件は、今後の協
共 団 体 無利子貸付け H 7 10.7 H17 17 議事項

H 8 11.8 H27 22
H 9 12.1
H10 11.8 用地貸付料

民間出資者 出資 → 運輸省の需要 他の空港の整備 等が今後の
金融機関 融資 予測を下回る による需要への 関空会社の

動きで推移 影響の予測 経営に大き
(景気低迷等) な影響

→

↓ ↓

２期事業による有利子債務 健全な経営を確保しつつ、２期事業の円滑な実施を図る
ため、次の点に留意する必要

2,940億円 → 　 厳しい経営環境の中、航空輸送需要の動向、用地造成
会社の状況など、経営をめぐる諸要因の動きに対応し

将来的には、用地造 て、適時、適切に経営見通しを見直していくこと
成会社の有利子債務 　 増便や深夜の発着枠の有効利用を図り、増収につなげ
(5,130億円）も関空 ることに加え、直営事業など非航空系の事業も含めて、
会社の費用に反映 空港全体として増収につながる方策を推進すること


